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2008 年  07 月  16 日  

熊野の旅 空梅雨  

今年の梅雨はこの辺では空梅雨でした。 
 と言うより、梅雨がほとんど無かったと言った方がよいでしょう。雨の降った日は

ありましたが、これは『雨が降った』に過ぎず、続きもしないし豪雨でもありません

でした。 
 そのため、梅雨明け宣言も出来ず…といった感じです。 
 時々、前線が出来るだけで、同じ前線が上がったり下がったりではないですから気

象庁泣かせでしょうね。 
 入梅もしなかったし、入らなかった梅雨は明けようが無い…と言う事でしょう。 

 
 原油の異常高騰で航空料金がサーチャージなんて不可解な物がどんどん上がって、

海外旅行が減っているようですね。その分、少し国内旅行が増えたとか… 
 空梅雨で足元はよいし、ここは極楽浄土の入り口とは言え日本国内だし… 
 なのに、どう見ても観光客は増えていませんね。 
 もっとも、お金を吸い上げる場所も無いのですから増えたって仕方無いのですがね。 
 昔なら、山賊や海賊が居て身包み剥がしたりしたでしょうし、歩いての峠越えです

から、いやでも宿に泊まるので地域振興？昔式にどうしても呼ぶなら在所おこし？に

はなったでしょうけどね。 

 
 そうそう… 
 この紀伊半島南部はものすごくガソリンの高い所です。 
 三重県には石油コンビナートがあるのですが、同じ県内でも 200Km も離れている

し、人も居ない産業もない地域ですから大して売れもしないですから高いのです。 
 ガソリンスタンドの数はまだまだたくさんありますから、スタンドを求めてさまよ

うようなことはありません。 
 数の少ない客を多くのスタンドで分け合っていますから高いのです。 
 不便なわけではありませんが、高いのだけは確かですね。 
 でも、信号の数は少ないし、渋滞なんてないし…だから、燃費がよいですから燃料



代の埋め合わせ位は出来ると思いますよ。それに、熊野古道はただですし、熊野三山

も拝観料は要りませんからね。 
 カメラは オリンパスワイド 
Tags:熊野古道 熊野市 モノクロ              by je2luz | 2008-07-16 12:02 

 

 

 

 

2008 年  07 月  17 日  

熊野の旅 あと一ヶ月 熊野大花火大会  

 熊野市で唯一つ外にも知られているイベントの『熊野大花火大会』まで、ちょうど

１ヶ月になりました。 
 ８月１７日…今年は日曜日になります。 
 夜遅くまでかかる行事でおまけに熊野は遠くになりますから、金曜・土曜に比べる

と少し混雑は少ないかも知れません。 
 と、言っても、今頃探しても泊まる所はないでしょうけどね。 

 
 昨日、町中で商店主の方が『花火の寄付』を集めて廻っているのを見かけました。 
 かつてはこの花火大会は『木本の花火』でした。『観光大花火』ではなく『追善花

火』だったのです。 
 初盆の家の寄付や花火好きの人の寄付だけではなく、木本町のほとんどの家が少し

ずつでも寄付をして花火大会をやってきたのです。 
 それも、江戸時代からですから大した物です。 
 『初盆の灯篭焼き』が起源ですから８月１７日になっているのです。 
 純然と『観光花火』としてやるのなら、もう少し早い７月下旬か８月上旬にしたほ

うが台風の影響も少ないし、他所の人も花火大会慣れしない時期なので良いのですが、

今でも、花火の頭には『灯篭焼き』を行いますからこの日にちをずらすもは大変なの

です・ 
 それに、２０年ほど前に変更を模索したのですが、全国的に花火大会がやたらと増

えているので、花火師さんのスケジュールも取れない状況です。 
 海上自爆や岩盤上の自爆のある鬼ヶ城大仕掛けとか、ちょっと趣向の変わったもの

があるだけに花火師さんもここに慣れた人で無いと困るのです。 

 
 花火のタイトルが『熊野大花火大会』などと言う風に変わり、主催もきちんとした

役所主体の実行委員会に移ってゆくとともに、『木本』から離れて行きましたね。 
 木本町の人の意識も随分変わって寄付も集まりにくいようです。今でもこの花火大

会を『木本の花火』と呼ぶときもあるのですが… 

 
 今のところ、会場の浜に入るのも無料です。 
 車の駐車場は市の方で用意したところは整理料１０００円です。 
 少し遠いのですが、公称６０００台分用意されているようです。 



 我が家は浜の入り口まで 15ｍ…家から一歩も出ないで二階から花火見物できる場

所です。 
 子供たちもこれに合わせて夏休みをとって帰ってくるようです。 
 花火のおかげで年に一度家族が揃うってことですね。 

 
Tags:熊野市 熊野大花火 七里御浜           by je2luz | 2008-07-17 10:51 

 

 

 

 

2008 年  07 月  18 日  

熊野の旅 今度は稲荷さん・・・回覧板  

 夏祭りラッシュの木本町です。 
 今度は我が町内、新出町の稲荷さんの夏祭りです。 
 町内の連絡の紙が入っていました。２０日だそうです。 
 この連絡事項はワープロで作成した紙が各戸に配られています。 
 半年ほど前までは、ボードに取り付けた『回覧板』でした。 

 
   トントントンカラリと 隣組  
   障子開ければ 顔なじみ 
   回して頂戴 回覧板   
   教えられたり 教えたり 
 こんな歌も忘れられた時代ですが、回覧板が生きていたのです。 
 ところが、この町内、高齢化がものすごく進んでしまい、この回覧板を隣に持って

ゆくのが大変と言う家が何軒もでてきたのです。 
 私の家に回覧板を隣りから届けに来るとすると、どちらから来ても、歩きかねてい

る人が３０メートルほど運んでくることになります。 
 坂道のないところですが、実に気の毒な光景です。 



 おまけに、『福祉』を銘打ったくだらない通販カタログまで廻ってきたのでなおさ

らです。 
 『くだらない物の回覧はやめれんかいねえ…』 
 『印刷できるやつは配ってしまえんかいねえ…』 
 と、世話役さんに言ってみると改善されて『回覧板』の回数がうんと減りました。 
 本当は『回覧板』って良い物なのですがねえ… 
 隣りが無事なのも分かるし、持って行った時にたまたま顔を見れば挨拶位するし… 

 
    あれこれ面倒  味噌・醤油 
    助けられたり  助けたり・・・ 
 なんてことまでは無いですがね。 
 ところで、こんな歌、覚えている人はどれほど居るのでしょう？？？ 

 
by je2luz | 2008-07-18 11:38 

 

 

 

2008 年  07 月  19 日  

熊野の旅 夏本番・土用 波  

 古来、暦の上では実に細かく季節が決められていましたね。 
 代表的なものでは『二十四節季』があります。 
 年に２４もあると言うことは一ヶ月に二回です。 



 この２４の間に４回の土用がありますから、これだけでも大変です。 
 とてもこんなに細かく季節を感じることは出来ません。 
 そもそも、うるさい人に言わせると、暑い最中に出す便りは『残暑見舞い』の方が

多いのだとか… 
 そんなに言うなら、近代ではこうした二十四節季でも時間まできちんと決められて

いるのですから、今年の夏の土用などは今日１９日のお昼のニュースでは『今日の夕

方、土用にはいります』と言わなくてはならないです。今年は１６時２９分が夏の土

用の入りだそうですからね。 

  
 私たちの地方では『土用』と言えば『うなぎ』ではなく『波』の方がなじみが深か

ったものです。 
 今の子供は海水浴場かプールでしか泳ぎませんから、あまり『土用波』には敏感で

なくなっていますが、私たちのガキの頃はこの前の浜で泳いでいましたから、まとも

に『土用波』の影響を受けました。 
 はるかかなた、ルソン島・ミンダナオ島・グアム島の沖にでも台風が出来ると、て

きめん波の力が強くなりますからね。 
 今日でもこの前の海は土用波が立っています。 

 
 土用波が立って、真っ青な空には入道雲… 
 真っ青な大きく立ち上がった波の腹をめがけて飛び込んで、波の向こう側に浮かび

上がる… 
 少し沖に出て、疲れたら上向きに浮かんで休む… 
 ものの１０分も経つと飛び込んだ場所とはかなり違う方向に流されています。 
 真潮のときは北へ、逆潮の時は南へ流されますが、潮の流れは常に斜め沖向きです。 
 丘に戻るには沖に出る力の倍以上の体力と時間が必要なのです。 
 それを知らないと…その日の流れが読めなかったら… 
 命がかかってくるのです。 
 ガキ大将の指導で少しずつ覚えて行き、中学に入る頃には一人前になるのです。 

 
 しかし… 
 今では、泳ぐこと自体が禁止されていますから、そうした知識も伝承されていませ



ん、この海を知っているのは爺だけになってしまったようです。 

 
Tags:熊野市 七里御浜 モノクロ    獅子岩          by je2luz | 2008-07-19 

11:16  

 

 

 

 

 

 

 

2008 年  07 月  20 日  

熊野の旅 夏本番 甲子園への道  

 夏と言えば『甲子園』と言う人も多いですね。 

 
 今、日本中で甲子園への切符を掛けた戦いが繰り広げられています。 
 我が家の新聞は朝日で、スポーツ欄から三重県版まで高校野球一色です。 
 高校野球、甲子園も春の選抜は毎日新聞、夏の大会は朝日新聞と歴史的にきちんと

住み分けが出来ています。高校野球なので『冠大会』になっていないのですね。 

 
 この甲子園への道はこの東紀州からものすごく遠い物です。 
 険しい『熊野古道』でも頑張って歩けば都へでもたどり着けますが、甲子園には着

かないようです。 
 この辺では『県立木本高等学校』『県立紀南高校』『近畿大学工業専門学校』の三校

があり、三校ともに野球部があって甲子園を目指すのですが届きません。 
 『木本高校』が大昔に一歩手前までいったことがあるだけです。 
 今なら出場できていたのですが、当時は三重県単独では出場枠がなかったのです、 
 『三岐大会』と言うのがあって、三重県の大会上位二校と岐阜大会の上位二校で一

つの枠を争ったのです。 
 一度だけ、強豪三重高を破って三重県で優勝したことがあったのですが、岐阜の強

豪岐阜商に破れて甲子園の一歩手前でダウンしたのです。 
 その当時から、木本高校の野球部は『黒潮打線』と言われ、いい意味では強力打線、

悪く言えばブンブン丸で粗かったですね。 
 狭い運動場をラグビー部と共用するので、守備練習などきちんとできず、七里御浜

でやったりしたのでそうなったのでしょうね。 
 打撃練習は出来てもゴロなど練習できるわけがないですからね。 

 
 過疎が進み、リトルリーグのチームの維持すら難しくなってきている田舎から甲子

園を目指すのはますます大変でしょうね。 
 『熊野古道』は改修されても、『甲子園への道』は廃道状態のようです。 



 

Tags:熊野市 熊野古道 モノクロ         by je2luz | 2008-07-20 11:30  

 

 

 

 

2008 年  07 月  21 日  

熊野の旅 海の日 海水浴場は？   

 ７月には休日がないという理由で作られた、実におかしな休日、それも日曜日にぶ

つかると休みが減る…という役人らしい発想で振り返られたのが今日のお休みだそ

うです。 

  
 少し薄雲が出ていますが、一応晴れて、非常に蒸し暑い日です。 
 今年は原油高騰で航空運賃にかかる燃料サーチャージなんて物がどんどん上がっ

て、本来の運賃より加算分が多いなんてことも起き、海外旅行が減っているようです。 
 しかし… 
 原因が燃料代ですから、遠くまで走ってくるような観光客は国内でも減っているで

しょうね。 
 きれいな水のある新鹿海水浴場や大泊海水浴場も、名古屋から 210Km ほど、大阪

から 180Km ほどもあります。 
 往復 400Km として…リッター12Km 走る車で 33L です。１８０円のガソリンで

５９８０円かかる勘定です。 
 ちょいと気楽に来る気分にも成らないし、第一、毎日毎日『ガソリンが高い』『遠

くに行くと大変』とテレビで騒がれると、余計にそんな気になるでしょう。 

  
 私も燃料も高いので？？最近は車に乗らなくなっていて、2Km しか離れていない

大泊海水浴場の様子も見たことありません。 
 間に『鬼ヶ城トンネル』があるので、ちょいと自転車で…とは行かないのですごく

遠くの場所のような感じです。 



 大泊も新鹿も一時期、他所からのお客さんが結構多くて、ビーチパラソルが結構立

っていて、若い娘も結構寝そべっていた物なのですが… 
 そんな光景が段々少なくなって、若い『娘』が『子』に代わって行きました。 
 その『子』の数もどんどん減っているのですから、海水浴場も人が減っているので

しょうね。 

 
 地元の子供ばかりになってくると、浜の茶店も商売になりません。 
 シャワー施設なんて使う子は居ませんしね。 

 
 あとで少し様子を見てきます。 
 海水浴シーズンは後半月ほどですね。 
 ８月お盆の頃になると『クラゲ』の出番が多くなってきますからね。 
 シーズンがものすごく短いし、お天気しだいですから、海水浴場ってのは産業にな

りにくいのです。 
 町場のプールが立派になりましたしね。 

 
 これは二年前の大泊海水浴場です。 
 この浜が人で埋め尽くされるなんてことはありません。 
 浜の人込みで迷子になる心配もない小さな浜です。 
 でも、水質は文句なしに一級品ですよ。 
  Tags:熊野市 モノクロ      by je2luz | 2008-07-21 12:04 



2008 年  07 月  22 日  

熊野の旅 海の日の海水浴場  

 昨日、ブログを書いてから、近くの『大泊海水浴場』まで様子を見に行ってきまし

た。 
 国道脇にある有料の駐車場にも空きがありました。 
 下の松崎港まで車を下ろしていっても止める所が確保できる状態でした。 
 時間は午後１時です。 
 一番人の多いくらいの時間のはずなのですが、閑散としています。 

 
 一生懸命、人の居る所を撮らないと、海水浴場に見えない状態です。 
 ざっと見て１００人少々しか居なかったでしょう。 
 浜にはテントがけをした売店が出ていました。 
 来ているのは地元の親子連れがほとんどです。 
 カメラを向けて叱られるような…目の保養になるようなギャルなど見かけません

でした。 
 これではせっかく空梅雨で早くから天気が固まった夏でも売店は赤字でしょう。 
 しかし、寂しい光景です。 
 これが一ヶ月後の８月２１日なら納得が行くのですがね。こうした傾向は毎年強く

なっています。 

 
 熊野は普段の観光客も、『極楽浄土』に憧れるくらいの年齢の人が多いところです

からね。 
 そのまま、海に入ったら『補陀洛』とやらに流されそうな人たちですから、海水浴

などしないで欲しいですけど… 
 枯れ木も山の賑わい…といいますから、『熊野古道』の方に居た方が似合います。

浜辺に来ると、『流木』になりますから… 
 皮肉を言いたくなるほど… 
 いやいや、浜であった知り合いが言っていましたが・・・ 
 『プライベート・ビーチのような』海水浴場を楽しみに来て下さい。 
 Tags:熊野市 熊野古道 モノクロ          by je2luz | 2008-07-22 11:43  



2008 年  07 月  23 日  

熊野の旅 漁協 合併  

 三重県、伊勢以南、熊野までの海岸は教科書どおりのリアス式海岸が続きます。 
 目の前は広い外洋ですが、陸地の方は紀伊山地の端っこの山がそのまま海につなが

って切り立ったがけが続きます。 
 小さな湾がある毎に小さな川があり、その大きさに応じた小さな漁村がへばりつい

ています。 
 こんな地形ですから、昔の行政区域も細分化されていました。 

 
 海岸線と言えばなだらかな場所と思いがちですが、下手すると山間部より隣りとの

行き来が不便だったのです。 
 このリアス式海岸線の熊野と尾鷲の間に鉄道が通ったのは昭和３５年（1960）7
月です。道路が貫通したのは数年前です。 
 鉄道が通るまでは『陸の孤島』と呼ばれていました。 
 隣りの尾鷲側の賀田・輪内地区の子供はほんの少し便利のよい熊野市側の木本高校

に進学しました。そして、『寄宿舎』が用意されていたのです。 

 
 こんな風に、集落ごとに孤立した地形の漁業ですから、その団体の『漁業協同組合』

（漁協）も集落ごとにありました。 
 七浦あれば七つの漁協と言うことです。 
 昭和の末期から平成の頭にこうした漁協の統合を上からの指示もあって推進した

ことがあります。 
 金融・銀行部門を持った漁協の中にはド素人お仲間内経営の弊害での焦げ付き、着

服が多発するし、補助行政も細切れ監督も行き届かないってことでした。 

 
 熊野市も６つの漁協があったのですが、合併に成功して今は一つになっています。 
 しかし、漁港の数は減っていません。 
 水揚げの統合も進みません。 
 そうは簡単に漁師がまとまるわけでもないです。 

 



 ここに来て、更に広域の合併を推進しているようです。 
 鳥羽以南の漁協を全部統合しようと言うことらしいです。その数２４だそうです。 
 その中で二つの漁協は最早維持できないので解散だそうです。 
 熊野市漁協は独自路線を行くと言うことでこの合併には端から参加しないようで

す。 
 残り２１…鳥羽から熊野と飛んで鵜殿まで…海の上を走れば 100Km 無いかもし

れませんが、陸路で廻るとすれば大変な行程になります。 
 ここまでの広域合併に意味があるのかどうかも疑問です。 
 大層な職員を抱えるような漁協もほとんどないわけですし… 
 いまだに整備を続ける漁港を減らすわけにも行かず… 
 行政の方の人員削減などあるわけもなく… 
 鳥羽と尾鷲、尾鷲と熊野…大きく見てもこの地域では言葉も全く違うし、魚の呼び

方もかなり違うくらいですからね。 
 誰が理事長をやるのやら…舵取りが大変でしょう。 
 行政の合併ほど簡単には統合後の運営はできないでしょうね。 
 熊野市漁協の選択のほうが正しいような気がします。 

 
カメラは オリンパス・ワイド 
Tags:熊野市 昭和 モノクロ               by je2luz | 2008-07-23 12:15 

 

 

 

 

2008 年  07 月  24 日  

熊野の旅 熊野大花火大会を見るには  

 ８月１７日日曜日に『熊野大花火大会』があります。 
 先日も打ち上げ花火のテストをやっていました。 
 主催者側の準備は着々と進んでいるようです。 
 不景気な世の中なのでスポンサー探しに苦労しているでしょうね。 



  
 この花火大会の最大のネックはどの町からも遠いと言うことでしょう。 
 足としては鉄道、団体バスと自家用車です。 
 道路は１６９号経由の奈良大阪方面からの車と、４２号を来る名古屋東京方面から

の車が、市内飛鳥町で合流してしまい、それから会場の木本町までの 10Km が一本

になってしまうのです。 
 そのため、当然のように大渋滞が出来てしまうのです。 
 なれぬ土地での駐車場探し…ちゃんと誘導員が居るのですが、無視して自分流に良

い場所を探そうなんて考えるのが居るのでそれに拍車を掛けるのです。 

  
 中心部の市街地に乗り入れるためには、『通行許可証』通称『○花マーク』が必要

です。 
 これが無いと、当日の正午以降は例え木本町内に駐車場が確保できていても町に入

れないのですからたどり着けなくなります。 
 その区域に住んでいる住民も当日、車を動かす可能性があれば熊野警察署まで出か

けてこれを取っておきます。 
 このマーク無しで当日車が出入りできる駐車スペースは国道に面したほんの数箇

所の自家用スペースだけです。 
 私の家のように会場・国道に面しているとそちら側のスペースだけはフリーパスで

すがたった４台分しかありません。 
 会場まで 15ｍ、帰りも一番先に国道に出て待機できるので、まさに一等地の駐車

スペースなのでほとんど同じ人が毎年停めに来ていますね。 
 公式の駐車場は何箇所かで数千台分確保されていますが、会場に近い所は団体バス

用に確保されているので、個人の車は少し遠くなります。 
 この公式駐車場は整理料として１０００円取っていると思います。  
昼間はシャトルバスが動いているのではないかと思いますが、終了時はバスなど動け

ませんから、車まで歩くことになります。 
 まあ、遠い所で 2Km ほどですから、大きな万博会場の駐車場みたいな物ですね。 
 これも、遅い時間に熊野入りすれば段々遠くの駐車場になるということです。 
 できればお昼過ぎには熊野入りした方がよいでしょうね。 

 
 地図上の計算に近い時間で着けるのは、今年は日曜日ですから、午前１０時までに

熊野着の場合くらいでしょう。 
 正午熊野着なら、計算値+１時間…午後二時着なら計算値+２時間･･･午後４時着な

ら計算値+４時間って感じでしょうか？ 
 つまり…夕方着いて花火を見ようと言う人は花火を見られないって事です。 
 遅くなりそうなら、紀伊長島あたりで車を放置して列車で来ることでしょう。 
 帰りも臨時列車がありますから、紀伊長島までは確実に帰れますから… 
 花火についての公式 HP は 

http://www.ztv.ne.jp/web/kumanoshi-kankoukyoukai/ 
 ここにあります。 
 中心部への『通行許可証・○花マーク』の発行は、８月４日から８月１５日までで



す。 
 熊野警察署へ乗り入れる車の車検証と運転する人の免許証、認印を持ってゆけば簡

単に発行してくれます。 
 誰が行くかが問題ですが… 

 
Tags:熊野市 熊野大花火  ３尺玉海上自爆     by je2luz | 2008-07-24 12:09  

 

 

 

 

2008 年  07 月  25 日  

熊野の旅 熊野大花火大会 現状・背景  

 ここの花火大会の起源は江戸時代に遡るのですが、高度成長期の頃から、全国で花

火大会がやたらと増えました。 
 大小数え切れない花火大会があるので、昔のように遠くから花火を見に来ると言う

ものは減っているようです。 

 
 町の大きな所はそれなりに大きな予算が組めるので、打ち上げ花火の数が多くなり

ます。地元に大きな会社のあるところは大口の寄付も期待できます。観光地なら旅館

などからに寄付もあるでしょう。 

 
 『熊野大花火』は『伝統』ではどこにも負けません。 
 しかし、資金面ではどこにも勝てない条件です。 
 人口は花火の音も聞こえないほど遠い山間部、海岸線の地域を含めても２万人です。 
 大企業などあるわけもなく、観光産業も閉鎖寸前と言われる『簡保センター』くら

いしかなくなっている状態ですから。寄付も多くは期待できません。 
 『熊野原子力発電所』を断ってしまったので、『中部電力』に大口を頼むわけにも

行きません。 
 市の予算でかなりの部分を賄わなくてはやってゆけません。 

 
 こうした現状ですが、花火があるから里帰りすると言う『元熊野人』が大勢居ます。 
 『花火だけはどこにも負けない』と言う、郷土を誇る気持ちが、『現熊野人』にも

『元熊野人』にもあります。 
 無形の物ですが、心の中に『郷土熊野』を残す大きな手がかりになっています。 
 そうした意味合いから言うと、変な観光会館とかで、巨費を投じ、維持費で毎年公

費を垂れ流してたまに訪れる他所の人を接待するよりは、『公金』の使い道としては

意義があると思います。 

  
 無形なものを評価しないなら、たった数時間、数万人の人がやってきて、金を落と

さずにゴミとおしっこ残してゆくイベントですから、大赤字ですけどね。 
 浜や道端で「りんごあめ」「ふうせん」「やきそば」「カキ氷」などを買ってくれて



も、それは全部全国を旅している『露天商』の売り上げでここには何も残らないです

しね。 

 
Tags:熊野市 熊野大花火 七里御浜         by je2luz | 2008-07-25 12:56 

 

 

 

 

2008 年  07 月  26 日  

熊野の旅 熊野大花火大会の楽しみ方 1  

 あと３週間となりました。 
 ８月１７日は日曜日ですから、土曜日の夜になるよりはほんの少し他所の人は少な

いかなと思います。 
 それでも、前に書いたように熊野にたどり着くためにはうんと早く着くように出発

してください。 
 開始は午後７時です。 
 早朝６時以降、昼間は時折号砲が上がって花火があることを知らせます。 

  
 会場は木本町から井戸町へかけての『七里御浜』です。 
 浜には主催者が用意した有料の場所があります。これはすでに売り切れたようです。 
 他には三重交通をはじめとする観光バス会社が確保した場所もあります。 
 この二つは熊野市駅からまっすぐ浜に出た左側、我が家のまん前あたりのはずです。 
 堤防の上は管理者の三重県から許可を貰った桟敷が並んでいます。 
 困ったことに、このほかの場所も地元や近隣の人やグループによって陣取り合戦が

演じられ、占領されています。 
 主催者がいくら呼びかけても、この場所取りはなくなりません。 
 直前にはブルドーザーで踏み潰してしまうのですが、すぐに復帰します。 

 



 一見、他所の人は座る場所が無さそうなのですが、実態は浜の 1/4 も地元の人は座

っていません。 
 人出は７万とか１０万と言われるのに、木本町全部でも４０００人ほどですからね。 
 つまり…まともな時間に浜に行けば座れるってことです。 
 今は、臨時の仮設トイレが一杯設置されていますから、少々並ばされることはあっ

てもトイレは確保されています。実はこの費用が莫大な物になっています。 

 
 早い時間に熊野入りし、始まるのが午後７時で終わるのが１０時ごろですから、最

低でも一食、場合によっては二食・三食、ここで食事をすることになります。 
 これが厄介なのです。 
 年にたった一日、町中が人で埋まっても、普段はいつも書きますように。『熊野古

道』の浜街道で松本峠・獅子岩・花の窟・産田神社など結構見所の多い所を結ぶメイ

ンルートの本町石畳でさえ、人影がほとんどない町です。花火の観光客を受け入れる

だけの食堂はありません。 
 たくさんの苦情を貰うのですが、年に一日のために食堂を営業するわけには行きま

せんので… 

 
 こうした事情ですから、限られた食堂に早目に入って食事を確保するとか、スーパ

ーやコンビニ、当日あちこちに出ている弁当屋で弁当を確保してください。 
 この弁当は暑いさなかですから、早目に確保しておき、浜に出て花火を見ながら食

べようなんて考えると食中毒の恐れも出ます。買ったら早く食べてください。 
 以前には会場に面した国道に『かまどや』と言う弁当屋があったのですが、今は営

業していません。会場に面した国道で営業しているのは『モスバーガー』と『かだす

亭』と言う小料理屋だけです。 

  
 なんだか、『楽しみ方』ではなく『苦しみ方』になってしまいましたが… 
 『腹が減っては戦は出来ぬ』です。 
 これは田舎の大きなイベントの常ですから、頑張って『兵糧』を確保してください。 
 焼きそば・たこ焼きなど露天商の扱う食い物は道端でも浜ででも手に入ります。 
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2008 年  07 月  27 日  

熊野の旅 熊野大花火大会の楽しみ方 ２  

 花火の開始は午後七時です。 
 早い時間に熊野入りしてからの時間つぶしが一番苦労する所です。 
 花火見物に来て、ついでに『松本峠』を歩いてみると言う手もあるのですが、何し

ろ暑いさなかですからそんな気分になれない人がほとんどでしょう。 
 時間的には会場の『七里御浜』のすぐ横にある低い山の峠ですから、ゆっくり休み

ながら歩いても二時間かからずに行って来れるのですがね。 

  
 早い時間に浜に出てそこで待機しようと言うのは、天気がよほど悪くない限り無理

なことです。 
 晴れた日には、浜の砂利はアスファルト同様焼け入っています。 
 まさに『目玉焼きが焼ける』状態です。 
 夕方になり日が陰ると段々温度が下がり座れるようになりますが、日の高いうちに

ここに座って開始までの何時間かを待つことは不可能に近いです。 
 頑張っている人もいますけどね、 
 早い時間は、市民会館とかスーパーとか涼しい場所を探して時間を潰すのが一番で

しょう。 

 
 午後七時の花火開始以降は会場内でのアナウンスどおりに進行して行きます。 
 スターマインだとか仕掛けだとか、会場の両端の鬼ヶ城東口（脇の浜）と井戸川カ

ルバートからと、会場中央部（我が家のまん前）の海上に浮かんだ台船から花火が打

ちあがります。 
 打ち上げ花火に関しては、他の花火大会と特に変わったところがあるわけではあり

ません。 
 見物用の場所が花火の真下になるくらいの違いです。 

 
 せっかく熊野まで花火を見に来るのなら、ここでしか味わえない花火を体験して帰

らないと話になりません。 
 それは三つあります。 

 
 一つ目は『海上自爆』と言われる物で、見物席の目の前の海を漁船が全速で走りな

がら次々と海に花火を投下して行きます。 
左右から出発した船が同じように投下しますから、会場にいる人の前で必ず一発は爆

発するようになっています。海面に光を映しながら半円形に広がる花火もきれいな物

です。 



 二つ目は『三尺玉自爆』です。たぶん今年もあると思います。 
 普通に使える花火では最大級の『三尺玉』を海に浮かべて爆発させる物です。 
 会場中央の沖合い、安全範囲ぎりぎりのところで直径 6００m くらいのどでかい花

火が開きます。 
 爆発の風圧で、会場に面した我が家などはずしんと揺れます。 
 海上中心に近い所で写真に納めるには普通のレンズでは無理です。 
 28ｍｍなんかでは半分ちょっとしか入りません。 
 二日前の写真は我が家のベランダから 19ｍｍで写した去年の物ですが納まってい

ません。 

 
 三つ目は熊野の花火最大の呼び物、『鬼ヶ城大仕掛け』です。 
 会場左端の鬼ヶ城に花火の筒を並べ、見物人方向に『尺玉』などを打ち出します。

さらに、鬼ヶ城の磯に直置きした花火を自爆させます。 
 近い人からだと 300ｍほどしか離れていない磯の岩の上で花火が爆発するのです

から、衝撃は地面を伝わって来ます。音は後ろの一杯ある洞穴に反響して全部会場に

向かってきます。 
 地響きを立てながら次々爆発する迫力は地形を利用した物だけに他では真似が出

来ない物です。 
 この『鬼ヶ城大仕掛け』は花火の終了の時になります・ 

 
 帰りの混雑を避けようと言うのでしょうか、この『鬼ヶ城大仕掛け』の前に帰路に

つく人が居ます。 
 何のために難儀しながら熊野の花火を見に来たのやら… 
 熊野の花火の楽しみの半分を捨てたような物です。 
 熊野まで来た以上は必ずこれを見て帰ってください。 
 歌謡ショーを見に行って、前座の歌手の歌を聴いて帰るようなものですから… 

 
Tags:熊野大花火 七里御浜 熊野古道      by je2luz | 2008-07-27 12:41 



2008 年  07 月  28 日  

熊野の旅 今年も見られるようです ＡＳＵＫＡ ＩＩ  

 近年、『熊野大花火大会』の日に必ず現れるもの・・・ 
 豪華客船『ASUKA II』です。 
 夏休みクルーズのなかに組み入れている年もありますが、今年はこの花火専用に組

んでいるようです。 
 ８月１６日 20：30 ごろ乗船 
 ８月１７日 クルージング・熊野市沖停泊・夜花火見物 
 ８月１８日 鳥羽寄航 自由行動 17：00 ごろ出航 
 ８月１９日 9：00 横浜港帰航 
 と言うスケジュールだそうです。 

 
 岩礁がなく、落ち込みの激しい七里御浜・木本海岸沖なのでかなり近くに停泊しま

す。 
 お昼過ぎには姿を現し真正面に大きな船体を見せてくれます。 
 夜になると花火見物のためなのでギンギラギンの照明は掛けませんが豪華客船ら

しく色んな窓からの明かりが漏れています。 
 以前には『ふじ』も来て二隻並んだことがあるのですが、今年は確認できません。 
 こうした客船などは岸壁に停泊している写真は撮れますが、沖に居るのは中々撮れ

ませんよ。 
 熊野の花火の日には置きに浮かんだ姿が撮影できます。 
 ただ…すぐ前に見えても海のことなので少し遠いですね。 
 200ｍｍクラスの望遠レンズは欲しいでしょうね。 
 船舶マニアにとっては一寸した喜びだとお思います。 
 花火が終わると、『ボーーーッ』と、別れの汽笛を鳴らして出航して行きます。帰

りを急ぐ人には聞こえないかもしれませんね。 
 港の無い町で、こうした汽笛が聞けるのはこんな時だけです。 

 
 今年のツアーの予約状況は分かりませんが、下の日本旅行のページで確認してくだ

さい。 
 豪華客船『飛鳥 II』ですから、お値段も・・・130.000 円から５００．０００円

までです。 
 確かにゆったり見られると思います。 
 こんなにもらえるなら・・・ 
 いや・・・1/5 ででも・・・我が家で接待したいですね。 
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2008 年  07 月  29 日  

熊野の旅 熊野大花火大会 ゴミ事情  

 熊野大花火大会はたった一日…いや、半日だけ７万とも１０万とも言われる人数の

人が七里御浜の北の端、木本の浜に集まるのです。 
 一杯夜店も出るし、お腹の空いた人はいろんな物を食べます。 

 
 前に書いたように、昔、苦労したトイレの方はプレハブの移動トイレが会場のあち

こちに設置されるようになったので、そこそこ解決しています。 
 おかげで、会場に面した私の家でも勝手に入り込んできてトイレを探す人も居なく

なりました。 
 何しろ、公衆便所なんてのは近年少し整備されていますが、昔は『熊野市駅』にし

かなかったのです。今は『花の窟』に出来ていますが、会場からかなり遠いですから

あまり役立ちません。 
 プレハブの移動トイレが出来てすごくよくなったものです。 

 
 もう一つ、人が集まり、飲み食いをすると必ず出るのが『ゴミ』です。 
 本来は自分が出したゴミは自宅まで持って帰ってもらうのが筋なのですが、ほとん

どの人はそんなことをしてくれません。座っていたところにそのまま残す人が多いで

す。 
 この浜のゴミは、花火終了後、人が居なくなった時点で奉仕団が清掃します。その

中心を担ってきたのが『天理教南紀大教会』です。 



 なぜ、夜中のうちに片付けにかかるか… 
 暦の上では秋になっているとは言え、花火のあくる日の８月１８日では昼間の浜で

ゴミ拾いを出来る気候ではありません。おまけに、時間を置けばゴミはどんどん海に

飛んで行きます。だから、終ったらすぐ、夜中に片付けるのです。 

 
 ゴミは、国道脇にある、浜への出入り口のところまで持ち出されますが、ものすご

い量になります。 
 露天商さんの出すゴミも混じりますが、出口ごとにてんこ盛りになります。 
 見物客の人でも、当たり前の良識を持ち合わせる人は座っていたところから、この

出口までは自分のゴミを持ってきてくれます。 
 こんな日のゴミはそんなにややこしい物はありません。 
 熊野市の分別はそんなに細かくないので、『燃えるゴミ』『缶・ビン・ペットボトル』

『トレー』に分けてもらえば上等です。プラスチックは今のところ燃えるゴミに入り

ます。 
 このようにして、浜の出口までの 100ｍ少々を運んでいただければ、夜が明けると

熊野市の清掃車がフル稼働で回収します。 

 
 お盆時期には、田舎のゴミは増えます。 
 お正月にも増えるのですが、お盆の時期の方が厄介なのです。 
 同じように人口が普段の５割り増しとかになってゴミが急増するのですが、ゴミの

質が違うのです。 
 何しろ、日本人の多くは『スイカ』が好きですからね。 
 少し干してから出してくれれば良いのですが、そんなことしてくれる人は居ません

し、贅沢になって実の部分がたくさん残ったのを捨てるので余計に厄介です。 
 焼却炉で燃やすのに助燃材の重油が大量に必要なのです。 
 スイカなんておよそ環境に悪い食べ物なのです。 
 ちなみに、私はスイカを食べません。 
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2008 年  07 月  30 日  

熊野の旅 本日休稿 画像のみ  

 記事を書くタイミングがずれてしまいました。 
 今日はお休みします。   磯崎祭り 

 
 

 
 カメラは ローライ・フレックス・オートマット X  
Tags:熊野市 クラシックカメラ モノクロ     by je2luz | 2008-07-30 13:35 



2008 年  07 月  31 日  

熊野の旅 やっぱり少ないのだそうです 海水浴  

 空梅雨に続いて土用の日照りが続いています。 
 紀伊半島の南の方は先日一度まともな雨が降っただけで上天気が続いています。 
 今日で７月も終わりですね。 
 海水浴と言うのは、田舎のお盆、８月の中頃には完全に終わりです。 
 その頃になると、吹く風も少し冷たくなるのと、夏の遊びにも飽きてくる頃です。 

 
 先日、テレビで騒いでいましたが、そろそろクラゲのシーズンです。クラゲは海の

ものから真水の物まで随分たくさん種類があるようです。 
 元々、海水浴で被害を出すのは少し大型の『カツオノエボシ』などではないでしょ

うか。 
 ものすごく長い腕？があって体に巻きつくようにして刺してきます。結構痛いもの

です。 
 人によっては救急車を呼ばなくてはならないほど大変なことになるようですが、 

私は割りと平気なほうで、点々と赤いのが連なった蚯蚓腫れが出来る段階で済みます。 
 しかし、足のつかない沖でこいつに刺されるのは気味の悪い物です。 
 泳いでいる時の目の高さは海上数センチがせいぜいですからまるで前が見えてい

ません。だから、刺された時のもクラゲの本体は見えていません。いきなり刺されま

す。 
 このクラゲは海流に乗って流れながら成長していますから、今頃からが日本の沿岸

のたどり着くのでしょう。 

 
 今年は『サメ』も騒がないし、取り立てて台風が来ているわけでもないのに、海水

浴場は全般的にあまり景気が良く無いのだそうです。 
 新聞によると、ガソリン高騰だけではなく、『海水浴』が飽きられてきたのではな

いか…とまで書かれていました。 
 たしかに、わざわざ遠くまで出かけて、くそ暑い中で…体はべとべとするし…なの

ですよね。 

 
 だだっ広い海はあるけど、流れるプールがあるわけでも滑り台があるわけでもない

ですよね。 
 気の効いたレストランがあるわけでもなし… 
 都市近郊のプールの方が楽で楽しいかもしれませんね。 
 今の女の子の水着で本物の海に入って遊んでいたら…知らない間に水着が取れて

浮いているかもしれませんね。波の力はすごいですからね。 
 波にもまれて飲み込む塩水はものすごく辛いですしね。 

 
 先日、様子を見に行った時に大泊海水浴場ががらがらだったのは当然なのですね。 
 名古屋からここまでの半分しかない津のあたりの海水浴場でも客が減っているの

だそうですからね。 
 片道であと 120Kｍ３時間…往復 240Km６時間余分に走れってのはねえ… 
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